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海洋科学技術センターでは、1999 年 7 月、地球物理学的および地球化学的な観測を目的とした海底ケーブルシ

ステム２号機を北海道釧路沖に設置し、現在も観測中である。ケーブルシステムのデータはリアルタイムで横浜研

究所に集められているが、地震観測データは大学微小地震観測網データを人工衛星経由で取得したものをルーチン

で併合処理を行っている。2000 年 9 月からの陸上観測網と併合されたトリガーデータを手動検測し、千島海溝周

辺の地震活動の調査を行っている。併合処理によって、釧路沖に発生する地震の検知能力はケーブルシステムの設

置時に想定されていたM2.0よりも小さいM1.5程度まで検知可能であることが気象庁のデータとの比較からわかっ

た。2003 年 9 月中旬に入ってトリガー収録される１日のイベント数および検測される地震数も減少する中、9 月

26 日には 2003 年十勝沖地震(M8.0, 気象庁による）が発生し、それに伴う余震活動を現在でもなお観測中である。

2003 年十勝沖地震の 10 日ほど前には微小地震活動も含めて、震源域に地震活動の低下が認められ、静穏化現象が

起こっていた。本ケーブルシステムで震央に最も近い観測点は 28.6km（気象庁震源による）のところに位置して

いたが、本ケーブルシステムでは飽和することなく完全な地震記録を得ることができた。余震の分布は一様ではな

く、クラスタ状になっており、釧路海底谷をこえた活発な余震活動は認められていない。このクラスタ状の余震分

布はいくつかのアスペリティの存在を予想させるが、これまでに行われた地球物理学的な観測事実から、この領域

に沈み込む海山があることが明らかにされているが、それがアスペリティとして働いたのではないかという可能性

が否定できない。このことは、沈み込む海山がアスペリティとして働いたと初めて指摘された 1990 年のコスタリ

カ地震(Protti et al., 1995)と非常によい類似を示す。今後地球科学的な諸観測を積極的に行なうことによって

初めて、千島海溝南西端で生じている沈み込み帯の全貌が明らかにできると考えている。 
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